
 

 

 

文学部歴史文化学科 学位授与の方針 
 

 

 

 

 

 文学部歴史文化学科は、定められた課程を修め、以下の学修成果をあげた者に対して学士（文学）を

授与します。 

 

＜学修成果（教育目標）＞ 

１．歴史資料の特性や扱い方に関する知識を有し、資料を解読して情報を正しく接合させ、合理的推理

に基づいて歴史像を構築することができる。 

２．古代から近現代に至る日本の歴史文化の変遷について、正確に理解し、説明することができる。 

３．日本の伝統的な習俗や社会事象について、その起源や意義を理解し、説明することができる。 

４．地域の伝統的文化遺産や歴史的個性に深い敬意を持ち、的確な判断の下にその保存や活用に貢献で

きる。 

５．日本語で表現する機会においては、他者と良好な関係を築き、協働して目的を達することができる。 

６．卒業後も、次代への継承を意識しつつ、自ら種々のテーマを設定し、真理を探究するために自律的・

創造的に研究・調査できるための資質を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 


